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2023 年 10 月実施 英語科における「小中連携アンケート」の結果考察 

 

英語部が 10月に実施した英語科における小中連携アンケートの結果を報告します。 

73校からの回答がありました。ご多忙な中ご協力いただき、ありがとうございました。 

 

質問２の「小学校と中学校との情報交換等」は、51.4％がしているという回答であった。本市では教

育センター主催の中学校、小学校英語科担当教員との合同研修会が毎年 1学期に開催されている。昨年

度と今年度は Teams を使っての集まりとなったが、同じ校区の中学校教員と小学校教員とが授業の進

め方や教材などについて情報共有できる場となっている。悩みや疑問なことがらなども中学校、小学校

のそれぞれの立場から伝え合い、校種間のギャップを埋めていく良い機会となっている。 

質問４の「小学校の外国語活動・外国語の授業を参観している」は 20.8％が参観しているという回答

であった。この質問に関しては 2021年度に実施した中学校 1年生担当教員へのアンケートでは 70％が

しているという回答であったので、残念ながら数字が下がっていることになる。2020年度は小学校の新

学習指導要領が完全実施され、3，4 年生の外国語活動が週に 1 時間、5，6年生の外国語が必修教科と

なり、週に 2 時間の実施となった。2021 年度のこの質問の回答結果の数字が良かったのは学習指導要

領改訂にともない、中学校教員の小学校の授業内容に対する関心が高まっていた時期であったからかも

しれない。 

質問８、９の「小学校中学校連続したカリキュラム作成」や「小学校教員との共同での教材作成」に

関してはまだまだ進んでおらず、これからの課題となる。 

最後に自由記述についてであるが、「中学校区では同じ C-NETが授業を受け持っているので C-NET

を通して小学校の様子を知ることができる。」という回答があった。C-NETを通して小学校での学習内

容を知ることができるという大きな利点がある。また「小学校で取り扱われた語彙などが、中学校の教

科書で既習となっているが、定着とは言いがたい。」という意見があった。小学校においても 4技能 5領

域の英語教育が始まったとはいえ、まだまだ音声中心の学習である。中学校の学習内容との差異に悩む

生徒もいる。このギャップを埋めるためにも連携が必要であるという意見があった。また小中連携は学

校区によって差がみられるようである。中学校の英語科に小中連携担当の教員がいる学校においては比

較的スムーズに連携が行われている。 


